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                                     令和２年１月２９日 

 

１ 本会事業のご案内     

 ◆令和元年度岐阜県身体障害者青壮年部リーダー研修会 ＜担当：岡田＞ 

  各地区の青壮年部活動のリーダー育成を目的に、現下の障がい者福祉の状況を確認するとともに、青壮

年部活動の課題について話し合うため、下記により開催します。 

  つきましては、青壮年の皆さんに多数ご参加いただきますようご周知方よろしくお願いします。 

   ○期  日  令和２年３月１４日（土）１０：３０ ～１６：３０まで  

   ○会  場  ・研修会：ハートフルスクエア－Ｇ ２階中研修室（ＪＲ岐阜駅東） 

          ・懇親会：ビストロ マカロニ軒 アクティブＧ ２階（ＪＲ岐阜駅西） 

   ○研修内容  ・「災害から命を守る自助と共助について」（仮題） 
  （予定）     講師：岐阜大学地域減災研究センター 

                    特任准教授 村岡 治道 氏 

  ・「食品の安全、知っ得講座」 

                   講師：岐阜県健康福祉部生活衛生課 

   ○参加費(予定) ４，０００円（懇親会費） 

   ○申込期日   令和２年３月２日（月）まで 

 ◆職員の出前（相談及び各種手続き） 

  各支部が開催する総会等に事務局職員が会場に出向き、駐車禁止除外指定車申請、ジパング倶楽部の 

 申込及び各種の福祉相談等を行っております。 

  派遣を希望する場合は、事務局までご連絡いただきますようお願いいたします。 

２ 芸術・文化事業のご案内     

 ◆「ふれあいアートステーション・ぎふ」応募作品展及び大賞表彰式 ＜担当：山田＞ 

 「ふれあいアートステーション・ぎふ」では、今年度のアート大賞表彰式及び、応募作品の展示を下 

 記のとおり行いますので、貴支部内にご周知いただき、多数の方にお出掛けいただきますようご案内 

 申し上げます。 

   ○応募作品展  期間 令和２年３月２４日（火）～３１日（火） 

           場所 ぎふ清流文化プラザ１階 文化芸術県民ギャラリー 

              岐阜市学園町３－４２ 

   ◯大賞表彰式  日時 令和２年３月２９日（日）１４時００分～（予定） 

           場所 ぎふ清流文化プラザ１階 文化芸術県民ギャラリー 

 ◆芸術教室 ＜担当：山田＞ 

  当協会では、陶芸・絵画・ちぎり絵・書などを体験する「芸術教室」を県下各地で開催しています。 

  来年度の計画を立てるにあたり、体験したい内容や開催地について希望がありましたら、事務局まで 

 お申し出ください。 



３ 今後の主な日程について （２月、３月） 

  ２月 ５日（水） 中濃圏域 障害者相談員等ブロック研修会  美 濃 市：中濃総合庁舎 

    １３日（木） 東濃圏域 障害者相談員等ブロック研修会  多治見市：東濃西部総合庁舎 

    ２１日（金） 岐阜圏域 障害者相談員等ブロック研修会  岐 阜 市：OKB ふれあい会館 

       22・23・24 日   初級障がい者スポーツ指導員養成講習会   岐阜市内 

    ２６日（水） 飛騨圏域 障害者相談員等ブロック研修会  高 山 市：飛騨総合庁舎分館 

  ３月 ５日（木） 岐阜県身体障害者福祉協会正副会長会    岐 阜 市：県福祉会館５南会議室 

    １０日（火） 岐阜県身体障害者福祉協会理事会      岐 阜 市：OKB ふれあい会館 405 

    １４日（土） 青壮年部リーダー研修会          岐 阜 市：ﾊｰﾄﾌﾙｽｸｴｱｰ G 中会議室 

    １８日（水） 岐阜県身体障害者福祉協会評議員会     岐 阜 市：県福祉会館６階研修室 

 

 

 

問い合わせ先  岐阜県身体障害者福祉協会 Tel 058－273－1111 （内線 2534･2535･2543･2544） 

岐阜県障害者スポーツ協会 Tel 058－273－1111 （内線 2540～2542） 

Fax 058－273－9308 （両協会共用） 

とぴっくす 

 日本身体障害者団体連合会（以下、日身連）では、令和 2年 1月 22 日に開催された公明党のバリ

アフリー施策推進プロジェクトチーム（座長：山本博司参議院議員）に対し、以下のとおり要望書

を提出しました。 

要 望 書 

 日頃は、障害者施策の促進に向け、ご尽力いただき厚くお礼申し上げます。また、2020 年オリンピ

ック・パラリンピック東京大会を契機とするバリアフリー施策の推進にあたっては、障害等関係団体

と連携し、官民一体となって取り組んでいただいていることに深く感謝申し上げる次第です。 

 日身連では、障害のある人が、安心安全に社会参加ができる環境の促進を図る上で、ハード・ソフ

ト面一体的なバリアフリー化の促進は極めて重要と考えています。そうしたことから、特に以下の事

項について取り組んでいただけることを要望いたしますとともに、オリパラのレガシ－として、地域

共生社会の実現に資するよう、関係団体と連携し取り組んでいただけますようお願い申し上げます。 

１．バリアフリー施策の促進に向け、法律の改正や基準の見直しが進められているなかで、今後、重

点的に検討される新幹線や小規模店舗のバリアフリー化にとどまらず、移動等の円滑化が一層促進

されるよう、実態の検証評価とその課題改善解消を、当事者の声を踏まえ取り組んでいただけるこ

とを要望します。 

２．防災減災にむけた体制づくりは、地域の特性を踏まえ整えることが求められる一方で、その体制

づくりが万全といえるのか疑問を感じています。障害や高齢等の方が安心できる体制を整えていた

だくためにも、当事者の声をしっかりと踏まえた取組を進めていただけることを要望します。 

３．ICT 活用によるバリアフリー化の促進についての積極的な検討を期待していますが、利用者の視

点から整備に向けた府省庁の横断的な検討、改善を目的とした継続的な検討が必要と考えます。関

係府省庁において連携協働し、利用者のニーズに応じたあり方を基本に検討を進めていただきた

い。 

                   ※日身連 HPより転記 http://www.nissinren.or.jp/ 


